
開催日時 ： 2015年10月30日9～15時（12～15時はスタッフが常駐しツールの使い方を実演）

来訪人数 ： 200名程度

活動内容1 ： パネル展示（A1x4枚） 1）これまでの活動報告 ・墨田区：首都防災ウィークへのＷＳ出展

・中野区：大地震に備えるフォーラムへのＷＳ出展

・学童保育施設での防災ＷＳ開催

・建築士への防災教育活動

2）防災ワークショップツールの紹介（下記参照）

活動内容2 ： 防災ワークショップツール展示および実演解説
1）「リビング模型」地震時の家具転倒シミュレーション

2）「自分の家のキケン発見！」自宅のリビングの家具を再現するワークシート

3）「BouKenトランプ」応対ゲーム（iPad動画により遊び方解説）

4) 「スポンジビル模型」地震の種類によって建物の揺れに違いがあることを学ぶ

5) 「ぼくのわたしの非常時持ち出し袋を作ろう！」中身を自分で決めるワークシート

6) 「ストローで強い家をつくろう」手を動かして斜め材の効果を体感する
成果 ：

「建築士による防災・減災教育」のためのツール・
手法を全国の建築士に発信する

● 今後の課題

・早期に企画を作成し、大会担当県等に提案をして、場所の確保等の調整を進める。
・想定より多くの方が来られたため配布物（防災本等）が不足した。今回の人数を参考に用意する部数を増やす。

建築士会全国大会「石川大会」
防災教育活動のパネル展示

連絡先 TEL 03-3536-7712

　来訪者はほぼ全員が、全国大会に参加した建築士であった。チラシを大会参加者に手渡しにて配布した成
果もあり、多くの方が足を運んでくれた。
　パネルには長時間足を止めて読む方が多く、ワークショップツールは、説明を聞いて写真を撮ったり郵送のリ
クエストや使い方の質疑応答など積極的な姿勢が感じられた。自県での具体的な活用場面を想定されている方
も多く、全国の各地域で防災活動を行う建築士の、創出・支援につながる活動となったと思われる。
　またツールの価格や他の活用方法などの貴重な意見交換も行うことが出来、今後の活動に生かしていきた
い。

● 今後の計画

・市民向けおよび建築士向けの防災・減災活動の継続
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【委員会名】

防災教育ワーキング

■青年　□女性　■まちづくり　□ＮＰＯ　□任意団体

団体ホームページアドレス www.tokyokenchikushikai.or.jp

星野隆夫担当者団体連絡先名 (一社)東京建築士会　防災教育ワーキング

e-mail

地域実践活動事例報告シート

● 活動の種別

● 所　属

（公社）日本建築士会連合会
（一社）石川県建築士会

● 活動のきっかけ・活動内容と成果

● 他の団体・専門家との連携

東京建築士会

□建築物調査、保存・再生　□景観形成、街並み保存・修景　■地域活性化
■教育・人づくり　■防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全
□住まいづくり　□住環境整備

事業名

● 活動の概要    　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　防災教育ワーキングではこれまでに、建築士が積極的に地域に働きかけるためのツールとして防災ハンドブック（『防災本』）を作
成した。子供でも理解できるようにイラストをたくさん入れたこのハンドブックは、建築士が幅広い年齢層の一般市民に向けて講演
会やワークショップなどのイベントを実施する時に利用し、地域の防災力を高め、震災による人的被害の抑制を図ることを目的とし
ている。
　今回は、防災活動を行う建築士の創出・支援を目的として、石川県で行われた建築士会全国大会にて、防災本他、関連ツール
を活用したこれまでの活動を、全国の建築士に紹介した。

mail@tokyokenchikushikai.or.jp03-3536-7711 FAX

東京建築士会　　まちづくり委員会+青年委員
会
防災教育ワーキング

● 活動組織の概要 ● 建築士との関わり

平成


